
一般国道４７７号(能勢町倉垣） 道路復旧に向けた取組状況　　R8.6.19 大阪府池田土木事務所

〇仮設道路設置の検討を進めてきましたが、現地測量の結果、崩壊地付近では約15ｍの⾼低差があり、仮道路の設置には、少なくとも8か⽉以上
の相当な期間を要する⾒込みとなりました。
〇このため、仮道路を設けず、崩落個所の復旧に着⼿することが、最も短期間での交通開放につながることから、国の道路防災ドクター等の⾒
解も仰ぎつつ、復旧⽅法を確定したうえで⼯事に着⼿し、令和８年内の交通開放をめざします。
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